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第２回中野区基本構想審議会 部会（都市・防災・環境） 

 

〇日時   令和元年 5月 9日（木曜日）午後 7:00～9:00 

〇会場   中野区役所 7階   第９会議室 

〇出欠者 

１ 部会委員 

出席者 

饗庭 伸（部会長）、佐土原 聡、岡本 秀子、興梠 与利子、五味 道雄 

甚野 誠一郎、鈴木 照男、吉村 芳明 

   

２ 事務局 

新区役所整備課長 中村 洋 

都市計画課長 安田 道孝 

住宅課長（交通政策課長兼務） 三王 徹哉 

まちづくり計画課長 千田 真史 

野方以西担当課長 狩野 純一 

まちづくり事業課長（大和町まちづくり担当課長兼務） 菊地 利幸 

中野駅周辺まちづくり課長 松前 友香子 

中野駅新北口駅前エリア担当課長 石井 大輔 

基本構想担当課長     永見 英光 

 

【議 事】 

○饗庭部会長 

 すみません、皆さん。お集まりいただき、どうもありがとうございます。 

 本日は、中野区の基本構想審議会の都市・防災・環境部会第２回の分科会を開催したい

と思います。よろしくお願いいたします。次第に沿って進めたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

 まず、本日出席している区の職員の紹介をお願いします。すごくたくさんいらっしゃい

ますね。概略で結構です。名簿がないので。 

○永見基本構想担当課長 
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 基本構想担当課長の永見と申します。それでは、区側の出席職員を紹介させていただき

たいと思います。お手元の資料２をごらんいただけますでしょうか。こちら出席職員の名

前が書いてあります。なお、事前にお配りした資料に一部誤植がありましたので差しかえ

をさせていただいておりますので、ご理解いただければと思います。 

 なお、今回出席している職員ですけれども、名簿は今回と次回を合わせた名簿になって

おりますので、こちら名簿に名前があるけれども実際今日は来ていない職員もおりますの

で、ご理解いただければと思っております。 

 それでは、名簿の順で所属と名前ということでご紹介をします。 

○中村新区役所整備課長 

 新区役所整備課長の中村でございます。どうぞよろしくお願いします。 

○安田都市計画課長 

 都市計画課長の安田でございます。よろしくお願いいたします。 

○三王住宅課長 

 住宅課長の三王です。どうぞよろしくお願いします。 

○千田まちづくり計画課長 

 まちづくり推進部まちづくり計画課長の千田です。よろしくお願いします。 

○狩野野方以西担当課長 

 野方以西担当課長の狩野です。よろしくお願いします。 

○松前中野駅周辺まちづくり課長 

 中野駅周辺まちづくり課長をしております松前と申します。よろしくお願いいたします。 

○石井中野駅新北口駅前エリア担当課長 

 中野駅新北口駅前エリア担当課長の石井でございます。よろしくお願いいたします。 

○菊地まちづくり事業課長 

 まちづくり事業課長の菊地と申します。よろしくお願いいたします。 

○永見基本構想担当課長 

 なお、本日は都市基盤部長も名簿には載っておりませんけれどもご出席をしております

ので、ご了承いただければと思います。出席職員の紹介は以上でございます。 

○饗庭部会長  

ありがとうございました。では、今日の配付資料です。事前に配っていただいたのです

か。これを説明していただきたいと思います。事務局、よろしくお願いいたします。 
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○永見基本構想担当課長  

それでは、本日の配付資料と流れをご説明させていただきたいと思っております。次第

のほうを、ご覧いただきますと重点テーマについてということで３つテーマが書かれてい

るかと思います。今回と次回の部会におきまして、合わせて５個の重点テーマというもの

を設定させていただきました。そのうち３つ、本日はご審議いただきたいと思っておりま

す。全体会のときに区長から申し上げました多様性・協働・スタートアップ、そのような

ことも念頭に置きながら、さまざまご審議いただければ幸いでございます。 

 それでは、資料でございますけれども、まず、資料３ということでかなりたくさんの資

料がございます。３－１ということで、こちらメーンの資料となっておりますけれども、

さまざまな中野区の現状をあらわすようなデータというものを用意させていただきました。

こちら参考資料ということですので、これしか話せないというわけでは決してありません

ので、参考ということでご活用いただければと思っております。 

 １つ目のテーマでございますが、「快適で魅力ある住環境」ということでございます。用

意させていただいた資料については、民間の借家や空き家等の住宅ストックでございます

とか、空き家の活用を近年さまざまやっております。また、子育て世帯の定住傾向や住宅

の供給状況に関するデータでございます。 

 それから、公園です。中野区内の公園に関する資料もご用意をさせていただきました。

こういった資料を参考にしていただきながら、中野区によりよい住環境を実現していくた

めの視点についてさまざまなご意見をいただければと思っております。 

 ２つ目の「世界に開かれた都市活動とにぎわいの拠点」というところです。こちらは中

野駅周辺のまちづくりの事業が今進んでおります。基本構想は１０年後の目指す姿を描く

ものでございますが、おおむねこの事業は終えるスケジュールになっております。その１

０年後に、中野駅周辺でどのような都市活動やにぎわいが生まれているのかと。そういっ

た視点でご審議いただければと思っています。 

 参考といたしまして、産業別の売上増加のランキングということで中野四季の都市（ま

ち）の整備などによりました影響なども表れている資料も用意してございます。 

 それから、商業地、地価の推移ということで、こちらも四季の都市（まち）への影響な

どがあらわれているような資料を用意してございます。 

 それから、きょう最後の３点目になりますが、「地域のにぎわいの創出・再生」というこ

とで、こちらは西武新宿線沿線まちづくり事業を中心に考えているテーマ設定でございま
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す。こちらの事業は、地区によりまして事業の進捗状況などは異なってございますけれど

も、この事業によってそれぞれの地域のにぎわい。そういったものがどのように創出・再

生されるのかという視点でご審議をいただければと思っております。 

 出しました資料としましては、ご存知の方も多いかと思いますけれども、踏切問題や西

武新宿線沿線の状況であったり期成同盟の取り組み。また立体交差事業、沿線まちづくり

の概要、人口の推移であったりとか各駅の乗降客数の推移。また、沿線の住民のまちづく

りに関する意識というような資料を用意させていただきました。 

 次回、「災害に強い都市」、それから、「地球にやさしいライフスタイル」というテーマが

ございますけれども、これは次回ということで、また改めて次回説明させていただきたい

と思っております。 

 さらに、資料３－２から続きますが、中野区の公園マップ。それから、中野区の公園と

いう面積などが書かれている資料。続いて、資料３－４ということで、現在、中野区で実

施しているまちづくりの事業がプロットされている資料。それから、中野駅周辺まちづく

りに関する資料です。続いて、西武新宿線沿線の沼袋と新井薬師前駅の周辺に関する資料

を用意しています。 

 続いて、人口の近年の推移、今後の推計などもあらわした資料を、資料３－８、３－９、

３－１０、３－１１ということで用意をさせていただいております。 

 それから、資料４でございますが、区で作成した当初予算の概要という資料がございま

すけれども、こちらの資料から、今後５年間程度の財政の内訳なども書かれた資料という

ことで抜粋をさせていただきました。 

 それから、審議の参考になればということで、カラーの地図が描かれている資料と、人

口に関する資料も用意をしておりますので、参考にしていただければと思います。 

 簡単ではございますが、以上でございます。 

○饗庭部会長  

ありがとうございました。では、今回は、次第に３テーマありますけれども、「快適で魅

力ある住環境」についてということと、「世界に開かれた都市活動とにぎわいの拠点」とい

うのと、「地域のにぎわいの創出・再生」という、その３点を少し審議したいということで

ございますので、今回はその３つに絞るということで、よろしゅうございますでしょうか。 

 災害の話と地球にやさしいライフスタイルは次回ということでございますので、きょう

は、この３つについて少し重点的に意見交換と思っております。よろしくお願いいたしま
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す。 

 それで、時間を計算いたしましたら、これ９時に終わらなくてはいけない会議でござい

まして、今、７時大体１０分なので、１テーマ３５分しかございませんので、簡単に言う

と深い議論はできないと思います。ですので、日ごろ皆様が感じておられることとかをこ

のテーマに関連づけて少し問題提起をしていただくというような、そんな感じでお話をい

ただければよろしいかなと思います。ちょっと時間がないので多少言いっ放しになってし

まうかもしれませんけれども、まずはたくさん出していただくというようなことが、きょ

うの趣旨ということでございますので、よろしくお願いいたします。 

 それで、早速ですけれども、１点目の「快適で魅力ある住環境」ということでございま

す。資料３－１の頭のほうに何枚か関連するスライドをつけていただいていますけれども、

住宅の周りのことを住環境と言いますけれども、そのこととか。あとは、最近問題になっ

ている空き家問題とか。そういったことについて、あるいは公園ですか。そういったこと

についての審議ということになろうかなと思います。 

 さあ、皆さんと言って何か出る感じですか。何か結構むちゃぶりだなと思いながら司会

をしているのですけれども。 

○鈴木委員 

 間違いなくむちゃぶりは、むちゃぶりですね。 

○饗庭部会長 

 むちゃぶりですよね。資料は手元にあって、何となく読んでいただいたくらいですか。

どこに何があるかくらいはわかっていらっしゃる感じですか。そうでもないですか。 

○鈴木委員 

 さらっと。要は、テーマを先にもらっていれば、もう少しそれに向かって読みふけられ

たかなというのもちょっとあるのです。 

○饗庭部会長 

 テーマが伝わってなかったのですね。わかりました。ここで、ぱっとしゃべれるのは、

いつもいいかげんなことをしゃべっている大学の先生ぐらいしかおりませんので、ちょっ

と数分読み込んで考える時間をつくらせていただいてよろしいですか。このテーマについ

てちょっと資料を読み込んでいただいて、ここで確かめておきたい質問と、あとは、ふだ

んこういうことではないかと、中野区はこういうことを目指すべきではないかというよう

なことをお考えいただくことにしたいと思います。３分ほどはかっていますので、皆さん



6 

 

考えをとめていただけますでしょうか。まとめようにポストイットを用意しておきました

ので、もし、これを使ったほうが考えやすい方はこれを使っていただいて結構です。ちょ

っと３分ほどシンキングタイムをつくりますので、よろしくお願いいたします。 

（資料読み込み） 

○饗庭部会長 

 あっという間に３分がたってしまいましたけれども、どなたか口火を切っていただいて、

あとは関連することをお話いただければなと。３０分ほどやらせていただきたいなと思う

のですけれども、いかがでしょうか。 

○鈴木委員 

 いいですか。 

○饗庭部会長 

 では、鈴木委員からお願いいたします。 

○鈴木委員 

 私、ちょっとこの用意された資料と、なぜこういうタイトルの資料なのかよく理解でき

ないのですけど、私が日ごろ思っていることを申し上げたいと思います。 

 中野区は道路が狭いのです。狭隘道路がたくさんありまして。一応、建てかえなんかす

るときには、ちゃんと中心線から２メートルさがってとはなっているのですけど、それが

きちんと守られていない状況が現にある。したがって、やっぱり魅力ある住環境をつくる

には、まず道路がきちんと整備されていなければいけないと思う。 

 それから、道路が下がっても電柱はそのまま残っているのです。したがって、車の交通

の障害になって、結局快適なまちになっていないのです。だから、やっぱり電柱を移設で

きるか、あるいは電柱を地下化するか。そういうのが必要なのだろうと思います。 

 いつも私は思うのですけれども、中野区は公園が少ないですよね。この資料にもありま

すけれども。私の住んでいる東中野はほとんど公園がないです。そういったときに、公園

というのは、地域の人たちが集まって、例えば防災訓練をするにしても何にしてもそこで

コミュニティ、話ができる、顔が合わせられるというのがあるのです。したがって、公園

をどうしたらつくれるか。なかなか大変なのですけれども、空き家の持ち主にしばらく使

い道がないのだったら、それを取り壊してもらってポケットパークみたいな使い方で、み

んなで何か会った人と話ができるとか、そういうアイデアをやってもいいのではないかと

思っています。 
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 それと、東中野の地区、昔は皆さん協定をする地域協定なんかがあったのですが、だん

だんやはり相続が発生すると細分化されざるを得ない。土地の細分化。細分化がされてし

まいますと、やはり環境が悪くなっていくというお話で、細分化を防止するための何か手

だてというものを考えていかなければいけないかと。それをすることによって、どこでも

言われていることではありますけれども、中野らしい何か特別な魅力をつくり出すことが

できるのではないかと思います。まず、道路だと思います。 

○饗庭部会長 

 ありがとうございます。道路と公園と空き家を使ったという解釈ですね。 

 では、五味委員、お願いいたします。 

○五味委員 

 区内の町会の役員の一員です。私は、東京都の建築士事務協会の会長をやってました、

中野区だけではなくて、ほかの２３区全て、こういう都市の問題が、みんな地域性があっ

て事情が違うんですけれども、まず、驚いているのは、鈴木さんが言ったとおり、何十年

たっても、公園の数が少ない。それから道路が狭い。そういうことを、今回、基本条項っ

て平成１７年に何かできたものがあって、それをまたここで区長がかわったから見直すと

いうことでしょうか。中野は２３区として、東京都の中で、私も建築士事務所協会の会長

をやっていましたから。まず難しくてしようがない。中野にいて最低ライン。公園数が少

ない。今回区民会議の委員として人口問題と空き家問題などいろいろ話していますが、心

配した以上に問題意識を持っておられます。安心しました。 

前の区長がひとつよかったのは、そこにある四季の森ですか。あのとき、私は明治大学

の代表の選手でいまして、あのときは、隣の東建のビルは鹿島デザインでやったのです。

それから平成帝京大学は、日本設計のベテランが来てやった。ですから、あれをつくると

きに、要するに、中野は道路が狭いし公園が狭いから、模範となるものをつくろうという

ことで取り込んだわけです。ここに松前さんがおられますけど、松前さんはそのとおりち

ゃんとリーダーシップをやってくださった。 

 今度の、要するに、駅の再開発、サンプラを含めてというところに委員は３０名いるの

ですけど、委員たりとも公園が狭いということを誰も認識をしていない。非常にこれはま

ずいと思います。２３区中最低ですこれは。ですから、そういう都市でいいのかと。 

 また、この次に委員会が開かれると、さっき、司会から言われたのですけど、次は防災

の問題だと言われたのです。そういうトータルでいろいろものを考えないと、この１０年



8 

 

計画か何か知りませんけれども、せっかく私も、この中野区へ来て設計事務所を始めて５

５年たちますけど、他区に比べてもっとしっかり計画を立てるべきです。 

 今、建築家協会だとか、我々の専門家団体がやっていますけど、さんざん言っても、区

民会議執行部の区の担当者の話が区民会議委員にはよく判らない。それは、中野区だけに

しかいないからそういうことになってしまう。それは、やっぱりよその区へ行って、ある

いは、東京都庁の都市計画審議会だとかそういうところが気になって、他の区ではどのよ

うにしているかということをよく参考にしませんとまずいと思う。以上です。 

○饗庭部会長 

 ありがとうございました。ほかにいかがでしょうか。吉村委員、お願いします。 

○吉村委員 

 先にテーマが出ておりましたので、快適って一体何かというところをちょっと考えまし

て、今ですと、ある程度整備されてきれいになることはいいのかもしれないですけれども、

ご存じのように、中野五丁目あたりのごちゃごちゃっとしたところの路地とか、迷宮のよ

うになっているところも心地よいわけです。ですから、そういう意味で快適という言葉か

ら単純に整備してしまうわけではなくて、どうやって自分のまちとしてとか中野としての

よさというものを残していけるか、守っていけるかということが、多分これから先の価値

になってくるし、それが世界に開かれるかどうかわかりませんけれども、同じようなもの

ではなくて中野が持っているものをどう次につながっていくかということだと思うのです。

それは文化なんかもあるかもしれません。 

 特に、この快適という言葉であれば、多分、毎年４月に桜のことに対しては、皆さん方

相当前から気持ちが高ぶっていて、いつ咲くのだろうなということになっているのではな

いかなと思うのです。ただ、一方では、この間、東中野の桜を切る切らないみたいな話に

なってくるわけです。桜を切る切らないということは、当然それは寿命があるわけですか

ら、６０年というのもソメイヨシノなんかはそうなのですよね。もっとすごい桜は百年単

位のものがあるかも知れませんけど、一斉に咲くソメイヨシノは大体６０年くらいになる

か。もうちょっとこの一方的にまちづくりとか、それから、環境を行政に任せるのではな

くてどうやって区民自体が入っていけるか。つまり、それは住民参加ということでワーク

ショップをやるわけではなくて、つまり私たちが桜を植えますよと。自分が生まれたとき

だとか、例えば、６０年たって還暦になったら名前をつけてやるというような、何かまち

づくりの仕組みみたいなものができてくると、よりこの自分たちの魅力のあるまちになっ
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ていくということがあるのではないかと思うのです。 

 そもそもそういうことのプログラムとか仕組みをつくらないと、単純に基本構想はこう

でございまして今つくりましょうねと言っているのではなくて、実際にどうするのだと。

区民がアクションを起こせるのだと。それは何かというと、何かの団体とかグループがや

るのではなく、１人１人がかかわれるようなことの中で、このまちはやっぱり快適でいい

ね、魅力的だねということが思えるようなことまでいかないと、そろそろ、いつも書かれ

ているような文章を読んでまた同じようなことだねとか、できないねとかいうものになっ

てしまわないこともぜひつくりたいですね。 

 そのためには、プログラムだとかエリアのマネジメントみたいなものを含めて、もうち

ょっとそれぞれが丁寧にやっていく必要があって、それは多分、行政だけではなかなかで

きないという話になると思うのです。それを区のレベルとか区民のレベルとか民間のレベ

ルがどう組み合わせるかということをしていくような、何か方向性が基本構想の中で打ち

出せていけば、中野としてほかの区とは違うものができるのではないか。 

 でも、先駆的なことができればいいかもしれないけど、何かお金的なものはどこからも

ってくるかも、まさによくある実証実験みたいなことをしながらまちを変えていくとか。

それから、さっき五味先生がおっしゃるように、公園とか広場というものの大きさ自体が

ないのだけど、それは、いろいろなところがつながっていく広場があるということを使い

方によって、そのまちがもっともっとよくなっていくのだろうと思います。 

 ですから、先ほど言った魅力というのは一体どういうもので、このまちにとって私が好

きだよねというのが、きれいなだけではないと、使い方がうまくできるのだよねみたいな

ことがないと、この快適とか魅力ということにつながらないのではないかと思っています。 

 もう１点は、なかなか中野区もおもしろいところなので、いろいろな写真のシーンだと

か映画のシーンとか、そういうことになっていくことでの魅力化みたいなものもあって、

いわゆる、フィルムコミッションでありますけれども、ああいったことに何か出てくるこ

ともあるのかなと思います。ですから、そういう意味では、何かそこで表現できるか想像

するみたいなことにつなげていくようなことが、できれば公共空間のどこかの空き地とか

道路でもいいですよね。パンフレットでも構わないと思うのですけれども、まだ実証実験

なんかをしながら、何か新しい使い方のことをやっていくようなまちづくりができてくる

と、みんな、そこに何となく気持ちが入っていくのではないかと思います。 

 唯一、このゴールデンウイークなんかを見ていますと、四季の森なんかは、やはり皆さ
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ん、芝生になっているところに集まってくるのです。狭いところでも本当にくっつき合っ

ているわけです。平和の森もかつてはそういうことがあったわけですけど、今そうではな

くなりつつあります。やはり何もつくらないで本当に芝生だけだよねぐらいのほうが、管

理は大変かもしれないけど、その中で自分たちが使いこなしていくような、あまりかっち

りつくらないで、使い方に委ねるようなことができてくると、自分たちの魅力ある快適な

ものになっていくのではないかなということはちょっと思います。以上です。 

○饗庭部会長 

 ありがとうございました。ほかの方はいかがでしょうか。 

○興梠委員 

 今のご発言から、ちょっとまた観点が違ってしまうのですけど、自分なりに快適で魅力

ある住環境をどうやって実現していくのかと考えました。具体的なことはここでは話さな

いというお話ではあったのですけれど、まず１つは、安全安心に歩ける歩行者空間の整備

が、自分の中では重要だと思いました。それも、地域住民との協働でつくり上げていくも

のではないかと思いました。まちの現状や改善が必要な声を地域住民から聞いて、反映さ

れた安全安心に歩ける歩行者空間が整備され、お年寄りも子育て世帯も安心して歩けると

ころを作り上げることが重要と思いました。 

 先ほどお話があったように、電柱を地中化するということもそれにつながると思います。 

 もう１つが、住みたいとか住み続けたいと思える観点かと思いました。１つは、公共の

交通が利用しやすいようなまちづくり。バスも含めてですけれどもそういった交通網。そ

の交通にアクセスするための、先ほどの道もそれには続いてしまうのですけれども、そう

いったことかなと思いました。 

 もう１つが、この資料にもあります子育て世代の定住をどう図っていくかという観点で

す。子育て世帯がまずは住みやすいと思えるような魅力ある住環境ということになると、

空き家の活用などで、例えば、子育て世帯については安価で提供するような施策ですとか、

なかなか東京都内の中で、中野は住宅の地価も含めて高いところですので、そこに何か定

住につながるような施策を、もう少し区としてできていかないかという思いでこのテーマ

については考えました。 

○饗庭部会長 

 ありがとうございます。安全安心の歩行者空間という話と住宅の話ですか。交通網に支

えられたいい住宅をつくって子育て世帯の定住を。そういうことだったかと思います。 
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 いかがでしょうか。では甚野さん、よろしくお願いします。 

○甚野委員 

 今の興梠さんのお話とも少しかぶるところがあるのですが、若年の定住施策のところを

拡充しないとまずいかなと思いました。１８歳から２７歳のところ、コーホート転換のと

ころを見てもらうと、流入超過とかはしているのですけれども、未就学児とそれを育てて

いるであろう３０代、４０代のところが大きく減っているところがある。ここのところを

しっかりと伸ばしていくことができないと中野区はやばそうだなと。 

 自分は子育て世代であるのですけれども、中野を離れていく、中野に住み続けたい理由

は何かといったときに、子どもベースで考えると、やはり公園の拡充であるとか遊び場で

あるとかそういったところが重要出ると思う。あとは学校。小学校、中学校、幼稚園。こ

こが、しっかり地域と安心安全な道路で歩いて行けるといったつながりが必要。学校の統

廃合を今、中野区として進めているところではありますが、学校跡地を公園に活用するで

あるとか、地域コミュニティの核となるようなところにするとか定住化施策とか、公民館

の活用も含め地域コミュニティで使ってもらえるような施設等を検討するとか。今核家族

化が進んでいる中でも、マンション世帯で人とのつながりがなくなっていく中で、マンシ

ョンと地域とのつながりができていくようなコミュニティが形成されていくと、子どもを

任せてもいいようなまちができ上がってくるのかなと思いました。 

 あとは、道路の問題。電柱であるとか狭小であるとかありましたし、バスに関しても、

僕の住んでいる鷺宮のあたりは、中野に出るバスの路線がなくて、途中で乗り継がなけれ

ばいけないという感じになっている。交通結線をつなぐとか、中野全体で１つの輪っかが

でき上がるといいのかなと思いました。以上です。 

○饗庭部会長 

 ありがとうございます。若年層の定住の話と道路交通網の話だと思います。 

○岡本委員 

 済みません。第１回目、ちょっと体調を崩して欠席させていただいて、申しわけありま

せん。 

○饗庭部会長 

 そうでした。済みません。失礼しました。 

○岡本委員 

 私は町会長になってもう１０年たつのですが、中野生まれ育ちなのです。ただ、小・中・
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高、大学と地元の学校は全然行ってないのです、ちょっと外に行ってしまって。大学を卒

業して仕事の関係で、今、仕事をしております。２３区、東京のほとんどを仕事で回って

きたことがあるのですが、中野区と大体同じ大きさの渋谷、豊島関係。中野みたいな環境

と全く違いますよね。商店なり環境が全く、豊島区も渋谷区も違う。その中の中野区は、

私は生まれ育ちだからというのではなくて、やっぱりすばらしいまちかなと思っているの

です。 

 ただ、うちの町会も、この１０年間町会長をやっている半分の５年の前半は、全部一戸

建てだったのです、うちの町会は。それが、今１，６００所帯、後半５年間はマンション

だらけ。住民がふえて、やはり住環境が全然変わったのです、そういう部分では。 

 ただ、大久保通りから青梅街道に行く間がうちの町会なのですが、小淀西町会というと

ころなのですが、神田川に沿った、昔、伏見宮殿下の皇族の方の住居の跡を分割して売っ

て、それは大正時代ですが。それから、山岡鉄舟道場があったりとかで、大変いろいろな

ところが、住環境はよかったのですけれども、今もいいですけど。 

 ただ、この５年間、やっぱり一戸建てを、ご両親が亡くなってしまうとみんなやっぱり

売られてしまう。相続ができなくて。それで、みんなやっぱりマンションをお建てになっ

て。その中には、大きなマンションと小さなマンションがあって環境も随分変わっていま

すけれども、アパートをお建てになったところが、去年、今年に入って、いわゆるワンル

ームの小さなアパートで、今年になって３人孤独死を出しました。そのたび町会長は立ち

会わなくてはならなくて、行かなくてはならないのですが、そういう問題と、それから、

これからやるのでしょうか、空き家の問題。空き家も、やはりご両親が亡くなってしまう

と相続ができなくて、区に問い合わせてもなかなか空き家の問題がまだ解決しないところ

が、うちの町内にも幾つかあります。 

 ただ、前の区長のときに、私の隣の小淀公園というのがございます。小淀公園というの

は一軒家の大きなお家だったのですが、それを中野区で買っていただいて公園にしていた

だいて、ここ何年間は本当にすばらしい地域活動がそこでやらせていただいていると。 

 それからもう１つは、さっき安心安全という話が出ましたけれども、せっかくすばらし

い公園を区で運営していただいているのですが、やっぱり大きな大木をどんどん植えてい

ただいて、ここの５，６年の間、物すごく成長して。せっかく街路灯があるのに、その木

が茂ったことによって街路灯というか、あれが全然光が、木のあれでなくなってしまうと。

それを区のほうにお願いして枝を切ってくださいと、全然、もう電柱の明かりが全く機能
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していませんと言うと、「実は会長、木は切る時期が決まっていますから切れません」とい

う返事が来たり、区とのいろいろな連携がもうちょっとうまくいくといいなということ。

そういうことで何か魅力のある住環境になっていくのかというのは、やっぱり地域のほう

でもしっかりと考えていかなければ、これは。 

 さっき、どなたかおっしゃったように、区だけに任せている問題ではないと思います。

住んでいる人たちが本気になって、どうしたらいい住環境を築けるかというのは、これは

ずっと課題ではないかと思っております。長くなって済みません。以上です。 

○饗庭部会長 

 ありがとうございました。あと、７分くらい残っておりまして。では、佐土原さん。 

○佐土原委員 

 私は、ちょっと土地勘がないのでなかなか全体のことが理解できていないのですけれど

も、すごく縦に長い中野区ですので、それぞれの場所のいろいろな特徴というか特性があ

ると思うのです。基本構想というと、共通の何かを目標として立てるのかということがあ

って、少しそこはそぐわない部分あるかもしれないですけど、これだけ地形的に、地理的

に縦長になっていると、住環境というときに、その周辺の区まで含めた住環境であったり、

真ん中のほうは中野区のまちということで、人によって、中野区そのものというよりは、

周辺との環境も考えながら環境をつくっていかないと、なかなかそこに住んでいる人の絶

対的な環境にならないのではないかと思います。あまりこの区の境にこだわり過ぎない捉

え方が必要なのかと思っているのと、それから、結構分断するような道路だったり鉄道だ

ったりそういうものがありますから、住んでいる人にとっての領域がどうなっているのか

ということを踏まえながら、住環境全体としてどうつくっていくのかというのを考えてい

かなければいけないのではないかと思いました。 

 公園がかなり中央の、中野駅の北側のところに豊かな公園がたくさんあって、このあた

りに住んでいる方は公園を享受できているのだと思うのですけど、北のほうとか南のほう

とか行きますとかなり遠くなっているという、相当違いがあるのかなと思いましたので、

捉え方としてそういうことが重要かと思いました。 

 それから、もう１つはいろいろ昔の姿が変わってきているところもあるかと思うのです

けれど、歴史的なものとか、あるいは文化の蓄積とかそういうもので残っている、あるい

は、核になるようなところがどういうところにあるのかということも重要な要因かなと思

いますので、そういうものも見ながら、どう環境をつくっていくかということを考えてい
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く必要があるのではないかと思いました。以上です。 

○饗庭部会長 

 ありがとうございました。さすがに皆さん。幅広い意見をいただけたのではないかと思

います。 

 ちょっと私が伺っていて、少し大事なところかと思ったのは、多分道路が狭いという話

とか公園が足りないという話は、最下位なのは間違いがなくて、気の持ちようで心地いい

と言えるかもしれないけれども、もうちょっとあったほうがいいのではないかと私も思い

ますので。それはお金をそこにある程度法的な財源をどれくらい投入できるかという話で

決まってくるのかと思います。 

 ただ、それだと恐らく５０年間中野は変わらなかったというお話だったので、多分無理

だと思われます。だから、鈴木委員がおっしゃったみたいに、空き家とかが出てきたとき

に、所有者と話をつけて早めに壊してもらって、使わない間は広場にしておくとかいうよ

うなことを、３年とか５年だけでもいいから、そういうことができたりしていくと、割と

環境自体は少しよくなるのかなと思って聞いておりました。 

 せっかく空き家が政策の課題になってきているところですので、そういう空き家を使っ

て公共空間を暫定的に確保していく。恐らくそれは区があまりできることではないので、

できれば地域力というか地域の方々が、ふだんの関係の中で空き家の所有者なんかにお話

をして、話をつけるみたいなことができるといろいろ進むのではないかなと、そんな感想

を持ちました。公共空間についてはそういうことです。 

 あと、もう１つが、若年層が足りないというのがそのとおりでございまして、一方で、

今、岡本委員が大きい屋敷がなくなって小さい家が建ってしまうという話があって、実は

これ反対なのです。大きいお屋敷が壊れて小さい家ができると若い人が入ってくるのです。

マンションができると若い人が入ってくる。ワンルームマンションができると若い人が入

ってくるということなので、結構難しい問題だと思うのです。 

 若者が足りないという甚野さんと興梠さんがおっしゃいました、若い世代を集めないと

とおっしゃいましたけれども、若い世代が住むためには、中野に何か農地がたくさんある

わけではないので、やっぱりもともとあったいい環境を少し改造してとか改善するような

形で大きいマンションができたりということにならざるを得ないと思うので、どちらが大

事かというあたりは、ここで結論は出ないと思うのですけれども、とても悩ましい問題と

してあるというのが私なりの整理です。 
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○五味委員 

 いいですか、発言。 

○饗庭部会長 

 はい、どうぞ。 

○五味委員 

 今おっしゃったようなことを、やっぱりせっかく基本構想という１０年ものを目指して

いると思います。実は今、空き家の問題が出ましたけど、実際問題として、この委員会で

はこうやるべきだということを提案するべきだと思うのです。空き家がこうだから、今現

状がこうだから、相続の問題いろいろあるけどという感想ではなくて、実際にやらなけれ

ばいけない。 

 というのは、去年まで私、空き家問題の審査会の委員だったのです。そのとき、早稲田

大学の座長が言われた。結局空き家の問題というのは、中野区は一番多いのです。豊島、

大田に次いで中野区が一番多い、空き家が。それは現実の問題ですから。現実の問題は、

さっきどなたか言ったように、空き家があればそれをどう活用していくかという現実問題

としていかないと。空き家を、道路の幅員が狭いから、空き家はかなりありますから、少

しずつその部分だけでもいいから道路を広くしようとか具体的な提案です。そういうもの

に結びませんと、今日せっかく委員会をやっても論議だけで、実際にどうやろうかという

ことまでこの委員会でやりませんと、全然成果がないと思います。 

○饗庭部会長 

 わかりました。ごもっともだと思います。どうしましょう。とりあえず今日の話はいろ

いろ出たのを事務局が全部記録していて、それをまとめてこうしようという、この基本構

想の文書の案が出てくるわけですよね。 

○永見基本構想担当課長 はい。 

○饗庭部会長 

 ただ、そのときになるべく具体的にこうしようと書いていただけますか。それがいいで

すよね、皆さん。 

○鈴木委員 そうですね。 

○饗庭部会長 なるべく具体的な何か。 

○鈴木委員 

 もう１つ発言いいですか。先ほどのワンルームマンションとか若年層が入ってくるのに
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必要だよという話は確かにそうです。そこともう１つあるのが、外国人世帯とかそういう

ような環境とか、地域とのコミュニティになかなか入ってこられない人たちがあそこに住

んでしまって、誰が住んでいるのかわからなくて怖いというようなことも実は起こってい

たりとか。 

 あと、建てるマンションがあまりに奇抜な色だったりとか、周りの環境になじめないよ

うな色が建っていったりというのが、現状として鷺宮のほうでは結構上がってきているの

です。それは地域の中でも問題にはなっていて、条例で何とかできないのなんて話もあり

つつも、ただ、人が入ってくることによって税収が上がるのは、税の問題でそうなのだろ

うけれども、ただ長いこと見たときに、子育て世代がそこに長く住んで、中野がいいのだ

よって言って、ずっと住み続けて地域を守ってくださるとか、地域を回していける人たち

がどんどんふえていったら、多分中野はもっといいまちに変わっていくのだろうなと思う

ので、そこのところを何か考えて、快適で魅力ある住環境といったところが、先ほど委員

の方が言われたように、自分たちが一緒に作っていける環境が醸成されればいいのかなと

思いました。以上です。 

○饗庭部会長 

 ちょっとまとめ方の話に、今の話も含めて。最終的に基本構想の文章を書いていくとき

に、現状認識的な文章では困るということ、あと玉虫色も困りますよね。両論併記みたい

な感じで、これもこれもあるよというのは困るので、少し踏み込んでこうしていきましょ

うというようなことをぎりぎりの具体性を持って書いていただいて、それを次の次くらい

に出てくるのですよね。 

○永見基本構想担当課長 

 そうですね。それぞれの回で出していただいたものがありますので、それをまとめて、

また皆さんにご案内を。 

○饗庭部会長 

 今日のまとめは次回になりますか、それとも、今日のまとめは２回後ですか。 

○永見基本構想担当課長 

 次回が２週間後なので。ある程度概要的な形でまとめることはできるかと思います。 

○饗庭部会長 

 何回か多分こちらで見させていただいて、もうちょっと具体的に書こうということを、

それを見ながら検討していったほうがよろしいかなと思うので、できれば次回、今日のま
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とめのこんな文章を書こうと思っていますということを出していただいて。それでもう少

し書き込めるでしょうとか、もっとはっきり切りましょうとかまとめていただく、こちら

のほうで審議させていただくということでいいですか。 

○永見基本構想担当課長 

 答申という形でいただく形ですので、答申になる原型みたいなものというイメージでし

ょうか。 

○饗庭部会長 

 それはそうでしょうね。最終的にはこちらの答申なのですけど、答申案を我々が書くわ

けではないでしょう。諮るのでしたっけ、これは。 

○永見基本構想担当課長 

 皆さんのご意見をこちらでまとめさせていただく考えです。 

○饗庭部会長 

 そうですよね。なので、事務局側から一度戻ってきたやつをもう一度ここで、我々の答

申として手を入れるというようなことでいきたいと思いますので、そのときは、本当に使

えない基本構想ってだめだと思いますので、ぜひ実用的なやつというか、前に進めるやつ

でいきたいなと、そんなことを思います。 

 済みません。時間が本当にタイトなのですけれども、１つ目の「快適で魅力ある住環境」

は、一端ここで切らせていただいて、２つ目の「世界に開かれた都市活動とにぎわいの拠

点」というあたりにいきたいと思いますが、これは中野の駅前の話がかなりメーンディッ

シュになってくるのではないかというようなテーマだと思うのです。どうしましょうか、

先ほどみたいに１、２分、大分温まってきたと思いますが、１分くらいちょっと考える時

間をつくってみましょうか。 

 ちょっと１分ほど、また資料を読み込んでいただいて、資料をちらちら見ていただいて、

こういうことではないかということを考えていただくことにしたいと思います。よろしく

お願いいたします。 

（資料読み込み） 

○饗庭部会長 

 １分少々経過しましたけど、では、どなたかから。まとまった方からまた口火を切って

いただければと思いますけれども、いかがでしょうか。五味委員、お願いします。 

○五味委員 
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 これ、私、四季の都市（まち）のときに、明大の選手だったのです。隣が東建ですね。

これは、やっぱり鹿島デザインがキリンという企業体を集めることが、これはキリンビー

ルの大命題だったのです。おかげで、キリンが中野にあるということになった。日本のビ

ールというのは、かなり海外でも売れ行きがいいのです。ですから、そういうこともある

ということ。 

 それから、もう１個、新井町に宮坂醸造がありますけれども、あれも世界に冠たる日本

酒の７号酵母というのを持っていますから、そういう意味では、世界的に知れ渡った酒造

メーカーがいるということです。 

 それから、もう１個。四季の森をつくったときに、そのつくった後をどうしようかとい

うことは、これは産学一体の土地ですから、産学一体でどうしようかと明治大学は考えて、

明治大学はあそこに「日本学科」という、漠然としてどういう学科か内容がわからないと

いう学科をつくった。ですけど、そこはやっぱり国際派が受験します。 

 それから、早稲田大学はみごとに海外留学生を中野キャンパスというところで。それが、

一番中野が、ある意味では国際化しているという原点があると思うのです。あと、いろい

ろ民間の産業にしても、ブロードウェイの中にあるおもちゃの会社も、それは外国からお

もちゃを搬入するという実際の産業メーカーがあります。そういうことがありますから、

今、どのようにそれを活用してやるかということが、ちゃんとやらなければなと。 

 今の区長はどう考えているのかは知りませんけれども、要するに、あそこで明治大学と

平成帝京ですか。それから早稲田のあれが入って、みんな国際的な学科が幾つもできてい

ますから、英語、産学共同といいますか、やっぱり行政側がリーダーシップを取ってもら

って、せっかく産学の共同都市ができたわけですから、もうちょっと３校がしっかりして

いただいて横の連絡を取るというか、国際派の学科がいっぱいあるわけですから、それを

活用するということが必要かと思います。 

○饗庭部会長 

 ありがとうございました。ほかはいかがでしょうか。 

○鈴木委員 

 いいでしょうか。今の中野駅というか中野区役所とサンプラザのことなんかが中心にな

って、残りの部分としてはそこが大きな課題だと思うのですけれども。やはり先ほど吉村

さんがおっしゃっていた、空間の使い方をみんなで考えるというのが、私もそのとおりだ

と思うのです。中野区は公園が少ないわけですから、都市化された公園の中にあって、中
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野駅の前に空地があるというのは、それはそれなりの効果があると思っています。その空

間はどのように使われるか、あまりこちらで規制するような形をつくってしまうのではな

くて、何しろ空間がある。その空間で何をしますか、何をコミュニティの活動をしますか

というものがあってもいいのではないかという意味で、単なる交通広場ではなくて、公園

というか空地が必要だと思っています。 

 それと、もう１つ。先ほども五味さんがおっしゃったように、中野駅に、東中野もそう

なのですけど、いろいろな芸能だとか芸術があるのです、ぽつぽつと。それらのネットワ

ークがうまくできていないのです。だから、みんな知らないのです。１つ１つが単体でＰ

Ｒ活動をやっているのですけれども、それをうまくネットワークを組み上げると世界に冠

たるいろいろなことができるのではないかと私は思っている。ですから、芸術、芸能のネ

ットワークづくりを行う。ソフトの部分を大事にしたほうがいいのではないかと思ってい

ます。以上です。 

○饗庭部会長 

 ありがとうございました。いろいろネタが出てきておもしろいですね。ほかはいかがで

しょうか。 

○興梠委員 

 私自身は、地域に根づく交流の場とか行事の継承・発展をしていって、その魅力を何と

か外へ発信していくということを強く区として推進していっていただけたらなと思います。

すでに区では、ナカノさんをつくって中野の魅力を代弁するような形のキャラクターも出

現させていますが、ネットを通じて、特にＳＮＳを活用して、これだけいいものがあるの

だということを魅力的に伝えて外に発信していくことで集客するのかなと思っています。 

 ちょっと瑣末な話なのですが、うちの松が丘片山町会では、３年前くらいから国際交流

協会のほうにお声がけをして、盆踊りのときに地域に住んでいらっしゃる海外の留学生の

方を招待しています。地元の伝統と言うとおおげさですが、日本の文化の１つをそこで知

っていただくことによって、次にまた翌年留学に来た人たちにそれが伝わって、今年は去

年の倍くらいの方たちが、留学生の方たちが参加してくださいました。それはすごく小さ

いレベルなのですが、それがもっと大きい形でたくさん他の方たちを呼び寄せられる口コ

ミのような情報発信ができないかなと思いました。以上です。 

○饗庭部会長 

 ありがとうございました。では、佐土原先生。 
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○佐土原委員 

 私も全く同意見で、情報発信と言おうかと思っていたのですけれども、私は横浜にいる

ものですから、なかなか東京でたくさんの拠点があって、そういう中で、今回、中野区の

駅前でこの拠点がどんな状況か初めてこの数字を見て非常に驚きました。この４年間で、

医療・福祉とかが１０倍以上になっているとか、そういったものを含めて、ものすごくこ

ういった経済的な波及効果があるということに驚きました。 

 こういう状況が、やはりほかの地域にあまり知られていないのではないかと思いますの

で、まず、こういった状況をしっかり情報発信して知っていただくということがすごく重

要だと思うこと、それから、東京の都心のほうでもたくさんの拠点が今、どんどんできて

きている中で、この中野の拠点はどういう特色があるのか、どういう人たちにこれからど

んどん来てもらっていろいろな活動をしてほしいのかというターゲットを明確にして、そ

ういうところに発信していくということで活力をどんどん高めていくことが必要かなと思

いました。以上です。 

○饗庭部会長 

 ほかにいかがでしょうか。吉村さん、お願いします。 

○吉村委員 

 なかなか世界に開くというところがよくわからないのですけど、来ていただいているこ

とはあるのでしょうけれども、単純に私はこの中野での暮らしみたいなところの生活文化

みたいなものですか、それがどれだけ共感されているかということとか、あとは、先ほど

まんだらけがあるということもあったりするようなことも出てくるのだなと思います。 

 その中で、これから先、ここのまちとして、それから価値としてというものを確立する

というか、それをあえてそうするかどうかわからないのですけれども、中野というのはど

ういうこととして思われているかというのをもう一回ちょっと分析する必要があると思う

し、それから、これは全てにおいて出てくるかもしれないですけど、中野は割と懐が広い

というか受けとめてくれるというか、何か割と育ってきた人たちが多くて、そこからどこ

かへ巣立って行っているということがあると思うのです。 

 そういう意味では、養育じゃないけど、人を育てるとかいろいろなものを育てていくよ

という懐の広さが中野の中にあって、それは１つのものをやるのではなくて、いろいろな

ものをうまく入れ込んでつくり上げてくれていることもあるのかなという気がしています。

そういう意味では、ここに来るとほっとするとか楽しいということであったり、それは外
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国の人ではなくても、私たちもそう思っているわけですから、そういう懐の広さみたいな

ところの大切さというのがあるのかなと思っております。 

 あと、にぎわいという言葉というのは、確かに２万人に増えて、相当なお昼の状況なん

かも見ると、これはランチ難民もたくさんいるねという話になってきたり、一方では、四

季の森のところなんかでは、フードカーが来てやってくれているというマネジメントもす

ごくおもしろいことだと思います。都心でもやっているようなところが声をかけて。ちょ

っと偏りのメニューが多いのですけれども、もうちょっと幅広くやってくれるといいので

すけど。でも、何となくそれで車が来てやっているとなると、にぎわいの感じがするし、

それから、お店の先でやっているようなバーベキューなんかも手軽に行けてというあたり

で、特に拠点的にはあるのかもしれません。そういう意味では、中野周辺の人が四季の森

と、それから、先ほど言った五丁目あたりの新しさと古さみたいなところをバランスみた

いなところが両方あることによっての意味があって、それで選択もできるということかも

しれません。１，０００店以上の飲食店があって、毎日行っても３年くらいかかるみたい

な。そうなると、相当なことでまた変わってきますから、いつでも行ける、初めて行くと

ころがたくさんあるみたいなことになってくるというのも１つの部分かもしれない。そう

いう意味でのおもしろさというのはすごくよくて。 

 さっきのフィルムコミッションと言ったのは、例のアメリカ人家族でしたか。東京に来

て、中野に住まわれて映画をするしないというのが何かありましたよね。あれが、いつに

なったらロケするのか知らないですけど、話がたち消えなのかわかりませんけど、何かそ

ういうようなものをうまく溶け込むというか、抱え込むようなまちというような感じがす

るので、日本人であろうとインターナショナルの方々も何となく居心地がいいということ

になるのかということは思っています。 

○五味委員 多様性があるわけね。 

○吉村委員 ええ。 

○五味委員 中野。 

○吉村委員 

 そうです。どのように変わっていくというか。決して１つではないという感じがします。 

 あと、アール・ブリュットなんかもやはりベースもあるということは、芸術的なところ

もすごいし、さっきのあれですよね。梅若のお能なんかも昔からあるということは、伝統

文化があるということですよね。ですから、今のカルチャーとしてはサブカルチャー的な
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のでしょうけど、５００年くらいたったら、それが伝統文化になるかもしれない。かつて

のお能がサブカルチャー的なところが、５００年たってこうなっているのですから。その

ような時代を考えてくると、可能性のすごく高いまちであるという意識はします。 

○饗庭部会長 

 ありがとうございます。甚野さん、何もないですか。 

○甚野委員 

 大体皆さん出し切ったなという感じはあるのですけど、先ほどサブカル的なところでブ

ロードウェイであるとか、サンモールであるとか。世界に開かれた都市活動とにぎわいと

なると、外国人の人が来てというイメージが出てくるので、そういったところを見て歩く

のが多いのかなと思いました。かと言って、中野五丁目あたりの飲み屋街とかに行けば、

日本人だけではなくて外国の方もちょい飲みで入っていたりとかするので、今後栄えてく

るのは、このあたり一帯としてはいいのかなとは思います。 

 四季の森の活用について、学校もあったり、いろいろなイベントをやられていたりと、

いろいろなことをやられているので、そういうものも継続して活用し続けられるような、

このまちの色になっていけばいいのかなと思います。サンプラザも結構昔からサブカル的

なところで小さな演劇をやったりと活用がされているので、もし、サンプラザの建てかえ

とかすることになった場合にも、誰でも使いやすいようなところが、継続してそのまちと

一緒に育てられるようなものであったらいいのかなと思っています。以上です。 

○饗庭部会長 

 ありがとうございました。岡本委員は、何かございますか。済みません、学校の先生で

あてちゃうんで。 

○岡本委員 

 大き過ぎてちょっと絞れないのですが。中野に世界の方たちに来ていただくのか、中野

から世界に何かを発信していくのか。その辺が私もまだわからないのと、それからさっき

の港区あたりみたいに大使館だらけの区と、目黒区みたいな外国人が多い区と比べると、

中野はやっぱりそういう面ではちょっと中途半端な区かなと思うのです。だけれども、そ

れなりにさっきおっしゃったように伝統文化だとかいろいろなものから発信していくと。 

 さっきの梅若能楽堂のとか、それから武田能楽堂というのはうちの町会なのです。だか

ら、そういうことを見ると、世界に発信できるものというのはいっぱいあるのです。その

辺が、本当に発信をしていくのか向こうからしっかりとこっちを向けて、それこそ中野に
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向いてくれみたいな形で進めていくのか。その辺をちょっと絞らないと。ちょっとわから

ないです。目黒みたいにさんまで呼べればいいのですけれども。 

○饗庭部会長 

 そうですね。ちょっと私なりの感想を申し上げると、これは割とこうあるべきという話

がなさそうなテーマなのですけれども。何人かの方のお話を聞いていてなるほどと思った

のは、私も学生のとき中野に住んでいたのですけれども、要は東京に来て初めて住むまち

が中野というパターンは結構ありそうだなと思います。それは、日本人が地方から出てき

てというのがこれまでだったのだけれども、恐らく世界の国から初めて東京に出てきて住

むところが中野みたいな位置づけが意外といけるかもなと思いました。港区の人たちは、

大使館が用意した部屋に住むというような感じなので、あそこしか知らないで帰ってしま

うわけですけれども、もうちょっと素手でというか、かばん１つでやってくる人たちがい

るわけで、その人たちが中野に来て、中野で最初の生活を始めるみたいなのはいいかもし

れないですね。大学に入るということもあるかもしれないですし、近所に住むということ

もあるかもしれないけど、そういう最初のまちみたいなことですかね。 

 英語で、アライビングタウンだったか、アライバルタウンだったか、そういう言い方を

することがあるそうなのですけれども、最初に到着したまちというような位置づけでいい

かもしれないということですね。 

 あと、というか「まんだらけ」なのです、さっきおっしゃっていたのは。あれ、何であ

そこにあるのだろうと考えていたのですけれども、ブロードウェイのビルは、たしかでき

た当時は東洋一か何かの大きさでしたよね。でも立地がそれほどでもないので、多分そん

なに家賃が高くないところに、「まんだらけ」さんが、最初は１店舗だけつくって入ってき

て、いつの間にか伸びたという話だと思うので、恐らくサンプラザの建てかえをしたら、

ものすごく高い家賃の建物ができてしまって、多分そこからは「まんだらけ」は残念なが

ら絶対に生まれないはずなのです。都市開発はそういうものだと思うので。 

 なので、見るべきは、多分周りだと思うのです。周りの割と家賃が安くてお得なところ

というのがあるはずなのです。中野の道路を渡った早稲田通りの向こう側とか。だから、

そういうところに若いアーティストが入ってくるとか、演劇の人たちが本当に小さい劇場

をつくってしまうとか。そんな動きが出てくるとおもしろいと思いますし、それを何か誘

致するというと格好悪いので、自然発生的な動きを潰さないようにするとか応援するとか、

何かそういうのができるといいのだろうなと思いました。 
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 本当にお金をかけて再開発をやると、ルイヴィトンとかスターバックスが入ってきたも

のしかできないので、世界的な感じがするのだけど、別にどこにでもあるものになってし

まうので、やっぱりそれはそれとして周りをちゃんと見ていくことが大事かなと思ってい

て、キッチンカーで御飯をつくっている状態って割ともったいなくて、やっぱりそれは店

ができないとまずいと思うのです。ちゃんとしたお店に、帝京平成大学の道路を挟んだ反

対側は杉並区だと思いますけれども、そういうところの住宅を使って、若い人がおいしい

定食屋さんを作って学生が食べにくるというのが一番健康かなと思っていて。 

 何かキッチンカーだともったいないですよね。キッチンカーっていつでもできますと言

っているようなものなので。中野からいつでも、売れなくなったらいなくなりますよと言

っているのがキッチンカーですから。やっぱり地域で定着するような商業者が、この周り

に生まれてくるようなことです。さっきの「まんだらけ」と同じですけれども、そういう

人たちが入ってくるような環境をどう整えるかというところがポイントなのかなと思いま

した。 

 割とアイデアがたくさん出たような感じですので、何か追加であれば少し。あと３分く

らい時間はあるのですけれども、いただいて次の話題にいきたいと思います。よろしそう

ですね。 

 では、３番目の「地域のにぎわいの創出・再生」というところに参りたいと思います。

最初のほうの説明で、私が理解したのは、どちらかと言うと西武線のほうだということで

すね。中央線のところではなく、西武線のほうの駅前の割と日常的な暮らしを支える商業

のにぎわい。再生と書いてありますから、ちょっとあれですね。だめになったところもあ

るということだと思うのですけれども、そのあたりの話に移っていきたいと思います。 

 それでは、また少しちょっと資料を横目で見る時間を１分半ほど取ってみたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

（資料読み込み） 

○饗庭部会長 

 いかがでしょうか。どなたかまた口火を切っていただけますと助かります。 

○五味委員 

 いいですか。この地域というのは、中野区というのは、２３区中で区の面積は狭い部類

ですかね。ですけど、例えば、新井薬師だとか沼袋と中野駅前は違う、鍋横だとか中野坂

上、あるいは弥生町行くと全然地域の特徴が違うと思うのです。こういうときにいつも考
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えるのだけど、同じ中野区に住んでいて、町会連合会というのがあるのですね。町会連合

会の会長さん達は、自分のところの特徴というのは会長ですからよくわかっている。あの

人たちのやっぱり悩みというか聞く必要があると思うのです。町会連合会は、中野区では

一番大きな組織ですから、やっぱりそのあたりの地元で悩みってかなり多い。地域性がい

っぱいありますから。そのあたり行政のほうから何か発言があれば、一番ありがたい。地

域の特徴あるところを取り上げて掘り下げていくといいと思います。 

○饗庭部会長 

 地域の悩みごとみたいなのを、もうちょっと出していただいて。いいにくいということ

ですか。 

○甚野委員 

 鷺宮のほうから。西武線沿線のところはずっと踏切の問題が言われています。ちょうど

僕が鷺宮駅周辺地区まちづくり検討会のほうも委員をさせていただいていて、まちづくり

構想をまとめさせていただいたのですけれども、やはり道が狭いとか、バス通りではある

のだけれども、渋滞し、朝の踏切は１時間のうちに１０分あいているかあいていないかく

らいとか皆様からの不満があります。鷺宮の地域の問題でお話しすると、まずあかずの踏

切という話が出てきます。そこは、解消してもらうのに高架にするにしても、地下化にす

るにしても、交通事業は急いでやってもらおうねといったところがまず根底にあるので、

この西武新宿線踏切渋滞解消促進期成同盟という活動をやって、みんなで何とかして早期

解消をしてもらおうということでいろいろな形で活動しています。 

 高架または地下化にするに際し、工事の為に線路を一時的に逃がす必要があるので、現

状の線路のあるところの脇の土地を買って、線路を移して、本道のところを工事して、高

架または地下化するわけです。そうすると、そこのまちの形は大幅に変わるはずです。せ

っかくやるのだから、いいまちにしてよといった思いがあるので、各駅ごとに地域で発足

したまちづくり検討会というのがあって、それぞれの検討会でいろいろな思いを文章にし

たためて、中野区へ提出しているわけです。都立家政も提出したし、野方も提出したし、

鷺宮も提出したし、下井草も杉並区へ出ているとは思いますが。 

 鷺宮駅については、駅の周りに古い公団住宅があって、そこも建てかえしないといけな

い話もありますが、搬入出に必要な道路がなくて、運び出せないということで、補助１３

３号線という中杉通りに新しい新道をつくろうとしてはいるのですが、土地の買収が進ん

でいないところもあるようです。補助１３３号線の工事にプラスして鷺宮駅も一緒にやっ
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ていくのかなと思っているところです。 

 とはいえ、それをやるときに、まちの地域のにぎわいといったところで、一緒にそこの

鷺宮駅の周りでいろいろなお祭りとかがあったりとかしますし、あと、地域商店は大分力

を落としてきてはいますが、まだ残ってはいるので、そういったお店で買えるようなとこ

ろを増やして欲しいというのが、地域の声としては上がっています。ほとんど地域商店で

生鮮三品とかも買えなくなってきているので、買えるような駅周辺になってほしいなと。 

 鷺宮駅は西武新宿線の急行の停車駅でもあるので、そこを活用して都心に通われている

人たちが途中でおりて、ちょい飲みでまちにお金を落としてもらうとかすれば、まちのに

ぎわいも少し増えてくるのかなという話も出ていました。 

○饗庭部会長 

 ありがとうございました。なかなか地域課題が違うから切り込みにくいですか、話とし

ては。皆さん、ご自身の住んでいる地域の問題をちょっと言っていただきながら、想像し

ていただきながらお話しいただくほうがいいですか。全体がちょっと誰も俯瞰できていな

いようなので。 

○甚野委員 

 西武線に限らず、これ例えばなのですけれども、その地域のにぎわいの創出・再生とい

ったところで、まちのお祭りであるとか、広い意味で言えばですよ。どうしたらいいのと

か、こんなふうにしたらいいよというのを踏まえて、話をしてもらったらいいのではない

ですか。 

 鷺宮だと、地域のお祭りとか盆踊りとかやっているので、それを継続して、地域の踏切

問題とかいろいろ土地が変わっても学校を活用したお祭りとかは、地域みんなで一緒にな

ってできるような活動を継続してやれるようなところに、区とかも一緒にタッグを組んで

一緒に地域を盛り立ててくれるようなことができたらおもしろいと思っています。 

○鈴木委員 

 私も西武線の沿線にいないものですからちょっと話がしにくいのですけれども、ただ、

すごくよかったなと思うのは地下化したということだと思うのです。これ当然南北の道路

が平面でつながっているのです。ところが、東中野の辺だとそれが線路で遮断されてしま

ったのです。これはまちが完全に分離されてしまうのです。 

 私たち東中野でずっと生まれ育っているのですけれども、私は東中野駅中央線南側に住

んでいる者なのですけど、中学は三中でしたから北側です。昔は本当に真っすぐ行けたの
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ですけど、今は踏切がなくなって、そこで完全に遮断されて、駅の階段を上がって渡線橋

で向こう側に行くか、あるいはバイパスがあって、これアンダーパスのところがあります

から、そこから行くかしないとだめ。そうしますと、若い人は、目的がある人はそれでも

行くのでしょうけど、高齢者は絶対行きません。 

 ですから、やはりまちの活性化というか商店街が、いわゆる東中野の名店会とか共栄会

が、昔は盆踊りもやったし、歩行者天国もやった場所なのです。それが完全になくなって

しまった一番大きな理由は、やはり南北合流ができなくなったことに尽きると私は思って

います。ですから今回、西武線に関しては、地下化。もちろん高架でもいいですけど、い

わゆる人車が通るところは平面で行けるというのが重要なポイントだと思います。 

○饗庭部会長 

 ありがとうございました。吉村委員、お願いします。 

○吉村委員 

 近くとすれば沼袋の周辺が近いところになるわけですけれども、当然そこについては南

側に広場ができて、あそこで道路の拡幅なんかもあるので、中野と沼袋との間で、何か交

通の手段ができてくることの期待性がすごくあります。 

 もう１つは、北側の商店街のところがどうも拡幅をしてという話で、商店街がどうなっ

てしまうのということもありながら、でも、最後そこのところを今、一方通行の道ですけ

れども、それを両方にするということもあるけれども、どうやってその商店街を守りなが

ら通過交通みたいものをなくしていくみたいなこともすごく必要だと思うのです。あえて、

それはバスなんかはデマンドバスで、お店の前でとまってくれみたいな話ぐらいはしてく

れるというのが一番いいと思うし、それから、あえて線形なんかも直線ではなくて、でき

ればうねるような形とかハンプがあってスピードが出ないとか、そういうことをしていか

ないと、やっぱり先ほども出ているような安全なということがなかなか難しくなってしま

うのです。坂なのです、あそこ。ですから、なかなか上からがっと来るとなると、両面だ

ったときにちょっと不安が残ってくるかなというところがありますね。 

 あと、もう１点は、鈴木さんがおっしゃったように、地下になったことによって、上空

が残ったということで、それは権利が西武が持っているのでしょうけれども、どれだけそ

こが公共として使えて、パスなのか、それとも大和のような、相鉄のようなやり方にする

ような工夫にしたらいいですね。それから小田急がやるような、何か畑みたくするよとい

うことも出てくるかもしれないですから、その可能性はあるし、一番いいのはニューヨー
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クのハイラインみたいな、人がずっと歩いていける、パスがずっとあってそこのところを

ずっと歩けるよねというところができてくると、なおさらにぎわいなんかができてきて、

もしその横側のところで、さっきのスタートアップとは違うけど、店になったり、それか

ら若い者がいるとか、それから食事ができるようなカフェがとなってくると、おもしろい

工夫になっていくと思います。可能性として、それは描いていけることでもいいのかなと

思うわけです。 

 あと、もう１つは、それぞれの地域に特色があると思うのですけど、やはり地縁といい

ますか、地のつながりというか地場のつながりということが、多分もう一度再生する話と

してやっていくのだろうと思います。それは、何かお祭りみたいなこともあるのかもしれ

ないけれども、どうも昔のコミュニティとか、そういったつながりが嫌だからみんな出て

きた人がいるのだけど、結局はどこかで欲しがっているところがあるのです。ですから、

コミュニティという言葉としてあるのかどうかわかりませんけど、それをもう一度再生で

きるようなことが、中野のやり方として何かできるといいのかなと。 

 例えば先ほどの懐の広さみたいなところが中野のキャパシティみたいなところがあって、

いろいろなところをやることに対して、応援してくれるとかつながっていけばいいのかな

と思うのです。そうすると、当然第一の部分として家族があって、ほかのところで仕事の

関係があるかもしれませんけど、もう１つ違う３番目の空間みたいな、サードプレイスみ

たいなところが生まれてくるというのも、これから先の、やはりこういったにぎわいとか、

人のつながりの中のところにつくっていけるようなことがやれてくると、もう１つおもし

ろいことができてくるのかという気はします。以上です。 

○饗庭部会長 

 ありがとうございました。 

○佐土原委員 

 今いろいろお話になったので、この地域に住んでいる人の地図を見ると、やっぱり高齢

者が多い。比較的多いという状況を考えますと、今の商店街の話とか、あるいは平らなと

ころでちゃんと移動ができるとか、地縁の関係でコミュニティをしっかりするということ

も今、いただいているような意見がやっぱりこの地域で住んでいる方の特性としてもすご

く重要かなとこの地図を見て思いました。 

○饗庭部会長 

 ありがとうございました。 
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○吉原委員 

 追加で。今のコミュニティのところで、地域のにぎわいといったところで、コミュニテ

ィもそうなのですけれども、その活用のところで、例えば、空き家とかの活用で、そこの

ところで、例えば、子どものプレイパーク作ってあげたりとか、そこのところでおじいさ

ん、おばあさんが面倒みてあげられたらとか。そういったものが、地域でうまく回せてい

るという形であると、またおもしろいのかと思っています。 

 高齢化のところで、やはりどうしても引きこもってしまう。先ほどの岡本さんの話でお

亡くなりになるといったところもあると思うので、そういったところが出て歩いて、ちょ

っとお茶飲みができるような、そういうところの活用であるとか、そういったことがうま

く地域の中でできるようなことを区が後押ししてくれると、何かおもしろいのかなと思い

ました。以上です。 

○饗庭部会長 

 ありがとうございます。 

○岡本委員 

 よろしいですか。今のお話で、私も町会連合会の常任理事をやっているものですから、

深く中野区のこの町会の東西南北の地区、それがやっぱり地域センターの職員の方たちも

一緒になってやっていただいているのです。今、各地区とか町会で、コーヒーサロンとか

いろいろなもので、みんな場所があいているところがあれば考えて、そこの地域から来ら

れる方、お年寄りの方たちが集まりましょうとか、５００円喫茶とか３００円喫茶とか。

それから、ケーキつきで２００円とか。各町会考えて、今、かなりそれが推進されていま

す。それに対して助成金は若干出るみたいですし、うちの地域の町会は出ていませんけれ

ども、色々とやっぱりふえてきております。 

 ただ、町会としてのにぎわいですとか、いろいろな角度で考えて、毎年本当に四季の森

等々でいろいろなことをやっているのです。あと、何と言っても、地域というのは、昔の

日本の伝統だとお祭りなのです、神社との。だけど、最近はそのお祭りでみこしを担ぐ若

手がいなくなってきていると。幾つかそれによって問題が出てきているところはあります。 

 だから、一町会ではできなくなって３つ、４つ連合みたいな、本当に連合みたいな形で、

中野坂上なんか９町会が連合としておみこしを９機出していて、それによって、みんなち

らばっていた方たちが中野の地元に帰ってくると。それこそ、ふるさとに帰ってくるとい

うのがやっぱりお祭りかなと思うところはあります。地域のお祭りをもうちょっと地元で
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も考えていかないといけないと思います。 

○饗庭部会長 

 ありがとうございます。 

○興梠委員 

 お話も結構出尽くしている感じなのですけど、私の地元は新井薬師駅前なのと、なかな

かあかない中野通り沿いにおりますので、そういう意味では、本当に大きく変わるチャン

スが、地下化によってできるということではあるのですが、西武鉄道さんが線路の跡地を

どう活用するのか、させてくれるのかあたりで大きくまちが変わると思います。変わるい

いチャンスなのですけれども、そこにどれだけ地元住民も含めて、中野区の要望が入って

いくのかというあたりが一番の要かと思います。これまでの議題でも出てきたような、い

ろいろな活用ができる土地がせっかくできるので、人が集まる、にぎわいが創出できるよ

うな活用ができるといいというのがあります。 

 新井薬師の商店街については、補助２２０号が整備されると、バス通りではなくなるか

もしれないという話も出ており、今から目玉になるような、呼び込めるような何かをそこ

につくっておかないと、そこ自体に商店がなくなってしまうという危機感があります。 

 コンビニもそんなにたくさんあるわけではない地域で、あまり外出が得意じゃない高齢

者の方たちの日常の買い物というと地元の商店街というのが本当は生き残っていってほし

いというところもあります。そこを何とか活性化できるような支援が中野区としてできな

いかとは思います。 

○饗庭部会長 

 いえいえ、わかりました。 

○岡本委員 

 ちょっと１点だけよろしいですか。中野区が街路灯ＬＥＤが一番早かったのですよね。

それから、もう１つは、小学校、中学校のエアコン、これも防災のための避難場所のため

に、中野区が東京の中でも２３区の中で一番早く設置をスタートしている。にぎわいって

地域の中でどんどんやっていくのもそうなのですけれども、もうちょっと広報関係をうま

く使っていったら、もっと違ってくるかなと思います。 

○饗庭部会長 広報関係。 

○岡本委員 住民に、中野区民にそういうことの広報をもうちょっと区のほうで徹底して、

あんなにすばらしいことを中野区はやっているのだみたいな。どこの区よりも先駆けてと
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いうのと。 

 あと、小さい区ですからごみの問題もありますけれども、これはずっとつきまとうと思

って、地域で何とか解決していくしかない問題だと思うのですが、ごみの問題。このにぎ

わいと並行して。 

 だからもうちょっとＰＲをしっかりと区民に対する、強力にやっていったらどうかなと

思います。 

○饗庭部会長 

 ありがとうございました。私はまだやっぱり問題がつかめていないのですけれども、お

店が足りないのですか。足りないというか、私、八王子に住んでいて、もっとどうしよう

もない田舎の仕事もいっぱいしているので、そういうところでコンビニが全くないという

話はよく聞くのですけれども、中野でコンビニが歩いて行けるところにないという状況が

本当にあるのか。あと、空き店舗が出て、その後、永遠に空き店舗なのか。地方の中心の

商店街は永遠に、１０年くらい空き店舗が平気であるのですけれども。単に、２週間前に

あいて、３週間後に別のがオープンするというだけの状態を見ておられるのか、ちょっと

わからないのです。中野がその状態だと日本はやばいと思ったのですけれども、どうなの

でしょうか、実感としては。 

○興梠委員 

 うちの地域でいくと、まず北口商店街のほうですと、飲食店は何とかやっていらっしゃ

るのですけど、魚屋さんだったり八百屋さんだったり本屋さんだったりというのは、ほと

んどなくなってしまっているので、いわゆる日常の食事をするための食物を手に入れると

か、そういったことが皆無ではないのですけれども、ただ、バスに乗って買いに行かなけ

ればいけないくらいの感じで、もしくは自転車で。だから、バスや自転車に乗れる人たち

にとっては、それは問題ないのですけど。田舎よりは多分恵まれているのですけれども、

高齢者でなかなか自分でも買い物がほんのちょっとのところにしか行けないという方にと

っては、ちょっとつらいことになっているという話題が出ます。 

 特に坂が多いので、うちのほうは。ですので、その辺も相まっているのです。コンビニ

もないことはないのですが、行くまでに結構大変なエリアもあるということです。 

○饗庭部会長 

 わかりました。物すごいところをいっぱい見ているので、知見を申し上げておくと、例

えば、八王子の私が住んでいるところは多摩ニュータウンの奥で、そこですら、例えば生
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協の宅配サービス３社が、週に３日頼めば来てくれるのです。アマゾンを頼んだら翌日に

くるということで、生鮮三品に困ったことがないのですけれども、中野はもっと便利なの

ではないかと正直思うのです。 

○甚野委員 

 確かに物を買うとか集めるといったことに関して、物流であるとかは、多分同じように

生協さんだったりとか東都さんだったりとか配達をしてくれるところもあるので、物が揃

うというのは、家から出ないで揃うことができるのです。ただ、コミュニティとかにぎわ

いと言われるところでお話すると、出て歩いて会話をするとか、多分そういったところに

つながっていくのではないかなと思っています。お店に一緒に買いに行くであるとか、駅

前に。物を揃えるというところだけなのですけれども、多分そういったことができるよう

な場所が欲しいのではないかなと思っていて、買い物に行くであるとか、そこで会話をす

るとか。そういったために、そういうお店があったらいいなという思いがあるのではない

かとは思います。 

○饗庭部会長 

 わかりました。 

○甚野委員 

 ただ、コンビニがないわけではないです。その部分で言うと、コンビニは、鷺宮あたり

だと、１００メートル、２００メートルに１軒くらいずつはあるので。 

○饗庭部会長 

 商売の世界は大きな流れがあって、基本的に、要はレストランとか、あの人の料理がお

いしいみたいなところは何とかなるのですけれども、生鮮三品とか最寄品といわれる文房

具とかそういうのというのは全部ネットで買えるというのは、今の大きい流れですね。 

 だから、中野はまだ多分ご近所が残っているのでぎりぎり残っているかもしれないので

すけれども、地方都市は壊滅しています、そういうものは。ですので、そこはどうやって

も戻らないのです。アマゾンに勝てないので。 

 それで、コンビニだって、昔は商店街の敵だったわけで。あれができると、商店街を潰

していましたから。だけれども、今はコンビニがあればいいということになっているので、

コンビニに頑張ってもらうしかないのかなと思っていて。それは、コンビニがあるから商

店街が潰れているので、商店街がなくなったことを嘆くのはよくわからないのです。コン

ビニがあるのに。というか、コンビニを皆さん使っているでしょうという話になってしま
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うので。だから、そこで商店街がないことに対して、中野区がどれくらい頑張らなければ

いけないかが、私、わからなくて。どういうふうに基本構想なりに、そういうことを書い

ていくかということを……。 

○鈴木委員 

 もちろん、そういうことなのですけど、一番問題なのは、商店街を形成している建物が

あって、ビル化されていまして、１階の店舗がオーナーさんが年をとってしまって、後継

者いないからやめてしまってシャッターを閉じた状態。それをもし貸してくれれば、ほか

の人がやってきてお店を開くことができる。つまり商店街としてのにぎわいを構成するの

に、せっかくあるものが活用されていない。その事実があるということです。 

 ですから、むしろ、例えば、１階の店舗、昔のつくりだから１階とその店舗が入って、

住宅の部分もあるのかもしれない。そういったものも分離されるような工夫をするとか、

それはコンサルしてあげれば、多分商店街も今、シャッター化されているところも賃貸と

して出して、お店が復活する可能性があると思います。 

 特に飲食店。東中野なんかは家賃が安いですから、飲食店として出したい人はたくさん

いるのです。でも、オーナーさんがへたな人入れると、後で問題になるのが嫌だから、私

が生きている限りはやりませんという人がほとんどなのです。 

○饗庭部会長 

 基本構想は多分みんなのものだと思います。それは区民の問題ですよね。区の問題では

ないですよね、貸せないのだもん。 

○鈴木委員 

 でも、それを仕組みとして、そのまま閉鎖した状態にするよりも、ちゃんと話をしてあ

げればできるのではないですか。 

○佐土原委員 

 ちょっといいですか。商店街の機能をどう捉えるかということだと思うのです。ただ、

物を売るというそのことだけではなくて、やはり商店街があるということは、先ほど話を

する機会があるとか、あるいは子どもが育つときに商店街の場でいろいろなことが体験で

きるとか。そういう意味で、物を売り買いする機能だけではない商店街が持っているよさ

を、これから失われていこうとしているところで残す方向で頑張るかどうかというところ

だと思います。 

○甚野委員 
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 店舗の活用の方法はいろいろあると思うのです。商店にするというやり方もあるだろう

し、例えば、ギャラリーにして子どもたちがつくったものを展示するであるとか、先ほど

言ったカフェサロンの一時的な場所であるとか、雨が多いときだったら、ちょっと休憩場

所でベンチでも置いときますからとか、そういうことでもいいのかもしれないです。ただ、

シャッターにしておいて、そのまま何も使えない状態にしておくのはもったいないという

思いもあります。景観上の問題もは出てくると思うのです。 

 いろいろな活用の仕方はあるとは思うのですけれども、その地域に合った、すごくふわ

っとした言い方になってしまいますが、使い方というか、地域に合ったにぎわいや、使わ

れ方を考える必要があると思います。みんなが快適で魅力ある住環境の延長線上にある地

域のにぎわいがそこで創出されていくと、まちの中がきれいに輝いているような、イメー

ジや中身が出てくるのかと思いました。 

○鈴木委員 

 ちょっといいですか。やっぱり商店というのは、コンビニなんかは全くのマーケット調

査で、あの人たちは出店するわけです。ですから、こっちが例えば、パン屋さんにちょっ

としたパンを買うのではなくて、そこにコーヒーがあったり、立ち飲みでもいいからそう

いうコーナーが欲しいとか。そういうものをつくれば、まちのにぎわいは大事ですよね。

物を買うだけではなくて、そこに何か１つのたまりができると。そういうのがまちづくり

だと思うのです。 

 ですから、そういう場。前に大型店舗法だとかありまして、そういう店舗のあり方とい

うのは法律で決まったのですけど、何か中野区独自のそういったまちを、マーケットで出

店する人に対してこういうことは協力してくれというような、何となくそういうものをつ

くったほうがいいのではないかと思います。 

 中野の住民の人が、出店するから、自分の土地を貸したりビルの一画を貸したりという

ことだけではなくて、全体の地域を考えたやり方を、ぜひ出店者には協力してくれと、何

かそういった商店街連合会でもいいですから、そういうところが具体的にこういうのをつ

くってもらうように頼むということでないと。 

 今、中野区は全部マーケットは全て、店は出店する人と稼ぐ人だけの考え方でできてい

ますから。そうではなくて、もっとゆとりを持ってくれということは、出店する人に対し

て、中野区の商店街連合会だとかそういうものも一緒になって、こういうちょっとしたし

ゃれた店をつくってくれというのを要望する具体的なそういうものがなければまずいと思
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うのです。 

○饗庭部会長 

 という具体的なアイデアも出てきたところくらいで、きょうは閉めましょう。多分結論

は出ないというか、もうちょっと先にもう一度議論できればいいかなと思います。ありが

とうございました。 

 済みません、ちょうどいい時間に、予定していた時間、８時５０分ごろになってしまい

ましたので、一旦この話題はここで切らせていただいて、少し事務局のほうでまたまとめ

ていただいたものが次回出てくるというようなことでやらせていただきたいと思います。

ありがとうございました。 

 では、次回も引き続き２つテーマが残っておりますので、「災害に強い都市」と「地球に

やさしいライフスタイル」を審議したいと思います。次回は２つだけですので、それも踏

まえて少し横串で５つ並べてみたときどうだという議論も時間があればできるとよろしい

かなと思います。 

 それで、次回につきましては次第の一番下に日程が書いてあるということですので、５

月２３日木曜日の１９時からでよろしいでしょうか。ご予定いただいているかと思います

ので、場所は区役所の中ということでございます。またお手紙が行くのですよね。お手紙

を出すということでございます。よろしくお願いいたします。 

 では、事務局からほかに連絡事項などございましたらと思いますが、いかがでしょうか。 

○永見基本構想担当課長 

 今、部会長からもお話がありましたが、開催通知、もし追加の資料とかがあった場合に、

郵送で現在お送りしているところではありますが、メールでの送付を希望される方がいら

っしゃいましたら、この後、終わった後に事務局の職員に申しつけていただければと思い

ます。それから、今日お車でお越しになった方はいらっしゃいますでしょうか。いらっし

ゃらないようなので結構です。 

○饗庭部会長 

 では、事務連絡は以上ということでございますので、本日はこれで閉会とさせていただ

きたいと思います。きょうは皆さん、ご協力ありがとうございました。次回もよろしくお

願いいたします。 

 

―― 了 ―― 


